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第２学年生活科学習指導案 

日 時 令和６年 月 日（ ） 

   第５校時 13:10〜13:55 

対 象 第２学年１組 ３３名   

授業者 小原 寛経 

会 場 ２年１組教室 

会 場 ２階６年１組教室 他      

１ 単元名 えがおのひみつ たんけんたい（教育出版） 

２ 単元の目標 

地域の多様な場所や人々に関わる活動や、身近な人々と伝え合う活動を通して、地域の人々と自分

たちの生活との関りや、公共物のよさや働きを捉えたり、相手のことを想像して伝えたいことや伝え

方を選んだりすることができ、身近な人々と関わるよさや楽しさがわかり、地域に親しみや愛着をも

ち、すすんで触れ合い交流することや、適切に接したり安全に生活したりすることができるようにす

る。 

３ 題材の評価規準 

知識・技能 
地域の多様な場所や人々に関わる活動や、身近な人々と伝え合う活動を通して、

身近な人々と関わるよさや楽しさ、適切な接し方がわかっている。 

思考・判断・表現 

地域の多様な場所や人々に関わる活動や、身近な人々と伝え合う活動を通して、

地域の人々と自分たちの生活との関りや、公共物のよさや働きを捉えたり、相手

に応じて伝えている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

地域の多様な場所や人々に関わる活動や、身近な人々と伝え合う活動を通して、

地域に親しみや愛着をもち、すすんで触れ合い交流することや、適切に接したり

安全に生活したりしようとしている。 

４ 指導観 

⑴ 単元観 

本単元は学習指導要領 生活科の内容（３）「地域に関わる活動」（４）「公共物や公共施設を利用

する活動」に基づいて設定した。 

小学校学習指導要領 生活科編 第３章 生活科の内容 

（３）地域に関わる活動を通して、地域の場所やそこで生活したり働いたりしている人々につ

いて考えることができ、自分たちの生活は様々な人や場所と関わっていることが分かり、

それらに親しみや愛着をもち、適切に接したり安全に生活したりしようとする。 

（４）公共物や公共施設を利用する活動を通して、それらのよさを感じたり働きを捉えたりす

ることができ、身の回りにはみんなで使うものがあることやそれらを支えている人々がい

ることなどが分かるとともに、それらを大切にし、安全に気を付けて正しく利用しようと

する。 

⑵ 児童観 

 本学級の児童は、登下校の通学路などで、地域の人々やお店などを目にしている。９月初旬に行っ

た、「まちが大すきたんけんたい」の学習で、身の回りの地域を全員で巡る町探検を行い、今まで知ら
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なかった場所を知ることができた。さらに、アンケートでは、ほとんどの児童が「また行きたい」と

回答しており、意欲がさらに高まっている。本単元では、自分たちの地域で生活したり働いたりして

いる人々や様々な場所との関りを深め、それらに愛着をもち、人々と適切に接することや安全に生活

することや安全に生活することができるようにしたい。 

また、日頃から自分の考えや意見を積極的に発表したいと思っている児童が多い。本単元を通して、

児童が主体となって話し合ったり考えたりすることができるようにしたい。そのために、付箋や短冊、

ICT を活用し、それを分類・整理し、伝え合う活動を通して、伝えたいことが相手に伝わる良さがわ

かり、意欲をもって友達と伝え合うことができるようにする。 

⑶ 教材観 

  児童にとっての地域とは、生活の舞台であるとともに、学びの対象であり、生活や学びを支えて

くれる人たちが生活する身近な環境そのものである。その中で、児童が地域の人々や場所のよさに

気付き、それらを大切にしたり積極的に関わったりできるようになることによって、生きて働く力

を育成することができる。 

  まち探検は、地域や社会との関りをもち、地域の人への愛着と信頼を醸成することのできる単元

である。そのためには、自分の生活が多くの人たちによって支えられていることを実感できるよう

に、具体的な活動や体験を大事にしたい。例えば、インタビューをさせてもらったり、お店の仕事

を体験させてもらったりすることなどが考えられる。そうすることで、働いている人たちの人柄や

仕事に対する思いや生き方に触れ、地域のことを更に好きになっていくことを期待している。 

５ 年間指導計画における位置付け 

 第１学年 生活 わくわくどきどきしょうがっこう（学校と生活） 

 第１学年 生活 かぞくにこにこ大作戦（家庭と生活） 

 第２学年 生活 まちが大すきたんけんたい（地域と生活）（公共物や公共施設の利用） 

 第２学年 国語 メモをとるとき、こんなもの見つけたよ 

 第２学年 生活 えがおのひみつ たんけんたい（地域と生活）（公共物や公共施設の利用） 

 第３学年 社会 私たちの地域や市  

６ 単元の指導計画と評価計画（全２８時間） 

時 

数 
小単元 目標 学習活動 知識・技能 

思考・判断・表

現 

主体的に学習に

取り組む態度 

1 
単元の

導入 

これまでのまち探

検で、訪ねた場所

などを思い起こ

し、地域に親しみ

がある場所が増え

たことに気付き、

地域や人々に関わ

ることへの期待を

もつことができる

ようにする。 

■前回のまち探検の記録や作品もも

とに、印象に残っていることや、自

分の生活や関わり方が変わったとこ

ろを考え、これからの学習のイメー

ジを持つ（わくわくスイッチ/わく

わくシート）。 

○楽しかったこと、疑問に思うこ

と、新たに発見した場所などを話し

合う。 

○再び行ってみたいところや、会っ

てみたい人などを話し合う。 

地域に親しみ

がある場所が

増えたことに

気付いてい

る。 

【発】【行】 

これまでのま

ち探検を思い

起こして、よ

り関わりを深

める方法を話

し合ってい

る。 

【発】【行】 

地域や人々に

関わることへ

の期待をもっ

て、話し合お

うとしてい

る。 

【発】【行】 
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3 

もっと 

知りた

い 

ことを 

話そう 

知りたいことやし

てみたいことを分

けたり、適切な行

動を予想したりし

ながら計画を立

て、訪問や連絡、

依頼を適切に行

い、期待をもっ

て、繰り返し関わ

ることができるよ

うにする。 

○行きたい場所や目的、約束などに

ついて話し合い、探検の計画を立て

る。 

○行きたい場所をもとにグループを

つくり、お店の人にインタビューを

して尋ねてみたいことを考え、整理

し、笑顔で働く理由を予想する。 

○話し合ったことや自分の考えにつ

いて計画カードに記録する。 

○探検する場所について、行く日や

お願いしたいことを適切な方法で連

絡する。 

探検に行くこ

とについて、

連絡や依頼を

適切に行って

いる。 

【発】【作】 

もっと知りた

いことやして

みたいことを

分けたり、ふ

さわしい行動

を予想したり

しながら、計

画を立てたり

約束を決めた

りしている。 

【発】【作】 

地域の場所や

人々に関わる

ことに関心や

期待をもっ

て、繰り返し

関わる計画を

立てようとし

ている。 

【発】【作】 

10 

えがお

の ひみ

つを  

さぐろ

う 

仕事をしている様

子を丁寧に見た

り、適切な言葉遣

いで話を聞いたり

し、これまで見て

いなかった仕事や

それをしている

人々の思いに気付

き、関心を高める

ことができるよう

にする。 

仕事の一部を体験

する学習を通し

て、仕事の楽しさ

や難しさ、場に応

じた適切な言葉遣

いや行動に気付

き、地域の人々の

思いに心を寄せ、

すすんで取り組む

ことができるよう

にする。 

○お店を探検したりインタビューし

たりするときに気をつけることを確

認する。 

○仕事の仕方や手順、種類などにつ

いて観察したり聞き取ったりする。 

○お店や公共施設で、普段見ること

のできないバックヤードの様子や、

開店前や閉店後の仕事などについて

教えてもらう。 

○気付いたり教えてもらったりした

ことを学習者用端末で記録したり、

カードに整理してまとめる。 

○仕事を体験させてもらう時に気を

付けることを話し合う。 

○仕事の様子を見せてもらう。 

○仕事の内容を見たり聞いたりする

中で、自分にもできそうなことを教

えてもらい、やってみる。 

○やってみて感じたことや、考えた

ことをカードなどに記録する。 

・これまで目

に見えていな

かった仕事

や、仕事をし

ている人々の

思いに気付い

ている。 

・インタビュ

ーの際、その

場に応じた言

葉遣いや適切

な行動をして

いる。 

・仕事の楽し

さや難しさに

気付いてい

る。 

・仕事をする

際、その場に

応じた言葉遣

いや適切な行

動をしてい

る。 

【発】【作】 

仕事をしてい

る人々の思い

や工夫を予想

しながら、関

わっている。 

・適切な言葉

遣いや行動を

意識しなが

ら、仕事に取

り組んでい

る。 

【発】【作】 

仕事をしてい

る人々の様子

を丁寧に見た

り、話を聞い

たりしようと

している。 

・仕事を体験

をしながら、

地域の人々の

思いに心を寄

せ、すすんで

取り組もうと

している。 

【発】【行】 
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1 

何を か

んじた

かな 

自分が体験したこ

とをまとめたり、

友達と伝え合った

りして、仕事をし

ている人の思いや

工夫に気付き、

人々への親しみや

愛着をもち、それ

らのよさを大切に

できるようにす

る。 

○仕事の大変さや楽しさ、仕事をし

ている人たちの思いなどについて、

グループの友達と自分の考えを伝え

合う。 

○働く人たちの笑顔の秘密について

考えたり予想を立て直したりする。 

■カードや学習者用端末などで学習

を振り返り、次の学習への見通しを

持つ（かんがえまとめいろ）。 

それぞれの仕

事には、さま

ざま思いや工

夫があること

に気付いてい

る。 

友達の体験や

感想と比較し

ながら、自分

の体験をまと

めたり、友達

と伝え合った

りしている。 

仕事をしてい

る人々の姿や

自分が体験し

たことを思い

起こして、

人々への親し

みや愛着をも

ち、それらの

よさを大切に

しようとして

いる。 

3 

体けん

を 

つたえ

合おう 

探検場所で体験し

たことを自分たち

の選んだ方法で表

現し、伝えたいこ

とが相手に伝わる

よさがわかり、意

欲をもって友達と

伝え合うことがで

きるようにする。 

○体験してわかったことをグループ

の友達と情報交換する。 

○他のグループの友達に伝えるため

の方法について話し合う。 

○絵本や、クイズ、絵地図、新聞な

どの方法で、探検してわかったこと

や、体験して多様な感じたことや考

えたことなどを、友達と協力してま

とめる。 

○体験発表会を開く。 

伝えたいこと

が相手に伝わ

るよさがわか

っている。 

【発】【行】 

他のグループ

の友達に伝え

るために、何

を伝えるか、

どのような方

法で伝えるか

について、考

えながらまと

めている。 

【発】【行】 

体験したこと

を知らせたい

という意欲を

もって、話し

合いや表現活

動に取り組ん

でいる。 

【発】【行】 

3 

まちの 

人にも 

つたえ

よう 

伝えたいことや伝

え方を選んで、多

様な伝え方がある

ことに気付き、相

手や目的に合わせ

て、発表会の計画

を立てることがで

きるようにする。 

○発表会の計画を立てる。 

○各グループでどのように表現する

か話し合う。 

○発表の準備や練習をし、発表方法

の改善をする。 

○招待状を作成して届けたり、ポス

ターを作って貼らせてもらったりす

る。 

相手や目的に

応じて、多様

な伝え方があ

ることに気付

いている。 

【発】【作】 

何を伝えるか

を考え、伝え

たいことや伝

え方を選んで

いる。 

【発】【行】

【作】 

相手や目的に

合わせて、発

表会の計画を

立てようとし

ている。 

【発】【行】 

3 

えがお

いっぱ

い 

はっぴ

ょう会 

適切な言葉遣いで

工夫して伝え、自

分のことや伝えた

いことが相手に伝

わるよさや楽しさ

がわかり、相手の

反応や状況に合わ

せて、伝えたいこ

とや気持ちを表す

ことができるよう

にする。 

○発表会の内容を、招待した人たち

に説明する。 

○探検して見つけたことやわかった

ことを協力して表現する。 

○ほかのグループの発表を見て、質

問したり、感想を述べたりする。 

○招待したまちの人から感想をもら

って交流をする。 

〇交流には ICT機器などを使った方

法もある。 

・自分のこと

や伝えたいこ

とが相手に伝

わるよさや楽

しさがわかっ

ている。 

・伝える際

に、適切な挨

拶や言葉遣い

をしている。 

【発】【行】 

相手の反応を

確かめなが

ら、伝え方を

工夫してい

る。 

【発】【行】 

相手の反応や

状況に合わせ

て、多様な方

法で伝えたい

ことや気持ち

を表そうとし

ている。 

【発】【行】 
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○発表会を振り返り、感想をカード

に書く。 

3 

ありが

とうを 

つたえ

よう 

学習を振り返り、

お世話になった相

手のことを思い浮

かべながら伝え方

を工夫し、自分の

気持ちを伝えるう

れしさに気付き、

多様な方法で、感

謝の気持ちを表す

ことができるよう

にする。 

○まち探検でお世話になった方にお

礼を伝えることや、わかったことを

身近な人たちに伝えることを話し合

う。 

○手紙や感謝状、ポスターなど、グ

ループごとに方法を決めて書き、届

ける。 

自分の気持ち

が相手に伝わ

ることのうれ

しさに気付い

ている。 

【行】【作】 

これまでの体

験をもとに、

相手のことを

思い浮かべな

がら、伝え方

を工夫してい

る。 

【作】 

多様な方法

で、感謝の気

持ちを表そう

としている。 

【行】【作】 

1 

何を か

んじた

かな 

学習を振り返り、

地域の人々や公共

施設の利用など

が、自分たちの生

活を豊かに楽しく

していることを実

感し、地域や多様

な人々との関わり

を自ら築いていこ

うとしている。 

○仕事の大変さや楽しさ、仕事をし

ている人たちの思いなどについて話

し合う。 

○働く人たちの笑顔の秘密について

予想と比べたり話し合ったりする。 

○大人になったらしてみたい仕事や

なりたい職業について伝え合う。 

■学習を振り返って、自己評価をす

る（わたしが見つけたえがおのひみ

つ/ぐんぐんはしご）。 

★まち探検で体験したことを家の人

に伝えたり、一緒に体験先を訪ねた

りする。 

地域の親しみ

を感じる人々

や愛着のある

場所、公共施

設などが、自

分たちの生活

を豊かに楽し

くしているこ

とに気付いて

いる。 

【発】【行】

【作】 

地域の場所や

人々を自分の

生活と関連付

けながら、捉

えている。 

【発】【行】

【作】 

地域の場所や

人々、公共施

設への親しみ

や愛着をも

ち、身近な

人々と関わる

ことのよさや

楽しさを実感

し、多様な

人々との関わ

りを自ら築い

ていこうとし

ている。 

【発】【行】

【作】 

【参考資料】令和６年度版『せいかつ下 なかよし ひろがれ』年間指導計画・評価計画作成資料より 

７ 手立て 

 個別最適な学び 

 ・付箋や短冊の活用 

  一人一人の思いや願いを表現しやすい手段として活用する。 

 ・ICTの活用 

  具体的に、お店の写真を撮ったり、紹介したりする手段に活用する。 
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協働的な学び 

  ・話し合い活動 

   一人一人の気付きや思いをグループや全体で共有し、みんなで高めていく。 

  ・アイデアボックスの活用 

   グループで話し合い、採用されなかったインタビューの内容を、児童の願いを無駄にしないため

に、各グループの箱（アイデアボックス）に入れて、今後の活動にも生かせるようにする。 

 

８ 本時の指導（全２８時間中の第４時） 

  （１）目 標 

     ・探検への関心と期待感を持ち、調べたいことや聞いてみたいことを考えることができる。 

     ・友達と楽しく考えたり、話し合いに参加したりすることができる。 

 

  （２）展 開 

学習活動 
☆教師の支援 

○留意点 

評価◎ 

１．本時の学習のめあてをつか

む。 

  ・映像や写真を見て１回目   

   の探検を振り返る。 

  ・本時のめあてを知る。 

 

 

 

 

２．個人で、聞いてみたいことを

短冊に書き出す。 

 

 

 

   

 

 

 

３．話し合いのルールを確認す

る。 

・話し方、聞き方をスライド   

   と掲示を見て確認する。 

 

４．グループになって、インタビ

ューしたいことを話し合

☆前時までの学習を想起させ、

本時の内容と流れを知らせ

る。 

☆拡大地図、お店の写真を用意す

る。 

☆本時の学習の流れを掲示して

おく。 

 

 

☆１回目の探検でメモをしたカ

ードを活用させる。 

☆商品についての質問、工夫に

ついての質問など、多角的な

観点から考えられるよう助言

する。 

☆お店の人だけでなく、お客さ

んに聞いてみたいことにも目

を向けさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎自分の調べたいお店について

期待感をもって考えている

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インタビューしたいことを考えよう。 
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う。 

・リーダーが司会をする。 

・まずは各自が順番に短冊を読む。 

  ・ほかにインタビューして

みたいことがないか話し

合い、短冊に記入する。 

  ・決まったことを画用紙に

貼ってまとめる。 

 

５．インタビューすることを発

表する。（２～３グループ） 

  ・拡大して投影された画用

紙を見ながら、リーダー

が発表する。 

 

６．本時の学習を振り返り、次時 

  の見通しをもつ。 

○同じ質問は短冊カードを重ね

合わせるようにさせる。 

○グループの話し合いで決まっ

た 

 質問は違う色の短冊に記入さ

せる。 

☆必ず、一人が１回はインタビ

ューする約束を伝える。 

 

 

 

 

 

☆黒板に投影し、視覚的にも一

目でわかるようにする。 

 

 

 

◎思いや願いをもって、インタ

ビューしたいことを伝え合っ

ているか。 

◎グループ全員が自分の意見を

言えたか。 

◎友達と協力して活動すること

ができたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎他のグループの考えを自分た  

 ちの考えと比べて聞くことが 

できているか。 

 

（３）本時の評価 

知・技：もっと知りたいことを、思いや願いをもって計画を立てたり約束を決めたりしてい

る。（発・行） 

主：地域の場所や人々に関わることに関心や期待をもって、繰り返し関わる計画を立てようと

している。 

（発言・行動） 

 


